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1 事業の成果

2022年度は昨年度に引き続いてコロナ禍の影響により、年度前半は対面での会議やイベントが行えな

い状況でしたが、昨年度の本会設立 lo周年の締めくくりとして、日本被団協と共催のオンライン・シン

ポジウム「今こそ “ノーモア・ ヒパクシャ"」 を実施。さらに、ニューヨーク国連本部で開かれて世界に

被爆者のたたかいを伝えたパネル展を「国連原爆展 in Tokyo」 として開催し、ニューヨーク、長崎とつ

ないだ「交流のひろば」を通してノーモア・ヒパクシャ継承を世界に向けて発信しました。次年度には原

爆展を恥b化、世界の誰もがいつでも見られるオンライン展開をめざして事業を進めます。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【6983】 千円)

困

事業内容 日時 ロヨ
従事者
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整理を に行ってい
ます より、
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6,844 点
南 浦 和

資料室、

愛 宕 事

務所

被爆者運動に関する不
定形資料の整理・保管
目録作成 。電子化を進

2022/4/1～

2023/3/31 不 _特 定
多数

め
55日ています。

最も貴重な歴史的史料
の一つ「1985年原爆被害
者調査」「1977年調査」の
原票の引き取りにあたっ
て 、整理 してもんじ
よ 30箱に収納し、倉庫
に し し

原爆関連資料
の収集、保管
に取り組む諸
団体との共同

めている日本被団協資料
を使った研究を進めてい
る昭和女子大「戦後史史
料プロジェクト」が 4年
間の活動の成果が認めら
れ「昭和女子大学スチュ
ーデンツrォブ .ザ .ィ ャ
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原爆被害者運
動 関係 の調
査・研究事業
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「全国証言マップ」に
は 3名の方の新たな登録
が加わりました。また同
マップ掲 の 7名 の体験
記を
教授の授業で学生が英訳
することを通じて、原爆
被害を学んでいます。こ
の英訳文は同マップに掲
載しています。

また証言・交流会から
新たなボランティア企画‐
へとつながっています。

被爆者運動の歩みから
学ぶ『被爆者からあなた
に』 (岩波ブックレッ
ト)の読書運動を各地に
広げるとともに、資金を
支援して英訳作業を完
成。第 1回核兵器禁止条
約締約国会議前に被団協
Pで公開され、PT再検
討会議へは英訳本が配布
されました。

11/11～ 11/13に 日本
青年館で「国連原爆展
in Tokyo:ヒ バクt/ャー
核兵器廃絶に取り組む勇
気ある人々」を開催。8
月にニューヨーク国連本
部で開催された日本被団
協制作の原爆展パネル
48枚を国内で初めて展
示しました。

2022/4/1～

2022/8/27

2022/11/11

2022/11/13
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催
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日 本 青

年館

21名

10名

延べ 50

名

一 般 市

民、被爆

者 、 学

生、研究

者

各 国 市

民、被爆

者 、 学

生、研究

者、外交

官

一 般 市

民、被爆

者 、 学

生、研究

者

76名

不 特 定
多数

300名
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ば」を 二
=*3-,, オ ン

に込 め
ヽを ど

う受け止め、引き継いで
いくか、それぞれの取 り
組みや課題を交流 し合い
ま し

2022/11/13 日 本 青

年館

151名 一 般 市

民、被爆

者 、 学

生、研究

者

63名

恒久的な公共
機関「ノーモ
ア・ ヒバクシ
ャ記憶遺産平
和資料館」の
設立に関する
事業

5月 21日 、設立 10周
年のしめくくり、企画Ⅲ
として、日本被団協と共
催のオンライン・シンポ
ジウム「今こそ “ノーモ
ア・ヒバクシャ"」 を開催。
本会の資料や活動に関わ
ってさまざまな取り組み
を進めてきた 4人の登壇
者と共に今だから果たす
べき会の役割を探りまし
た.事務局員による基調
報告「設立から 10年のあ
ゆみとこれから」に続い
てパネル・ディスカッシ
ョンを行い、昭和女子大
学、日本青年団協議会、
ならコープ平和ライプラ
リー、日本被団協から、
本会資料の調査・研究・
活用を通したノーモア・
ヒパクシャ継承の実践が
議論されました。

デジタル・アーカイプ
ス (電子図書館)の構築
に向け、資料公開のため
の電子化作業に取り組ん
でいます。原爆・被爆者
問題に関する書籍 0冊子
類約 400点の他、被爆者
運動に関する不定形資料
1259点などのスキャニ
ングは完了しました。

分野別に分類 した書
籍・冊子類、及び不定形
資料を一元的に管理し、
検索するための分類・キ
ーワー ドを策定する検討
チームを発足させ、デー
タベース構築に取り組ん
でいます。

オンライン

会   議

2022/5/21

2022/グ 1～

2023/3/31

オ ン ラ

イ ン 開

催

南 浦 和

資料室、

四 谷 事

務所

10名

電子

化、マ

スキン

グ作業

準備調

整等延

べ 15名

データ

ベ ー ス

作成作

業延ベ

20名

一 般 市

民、被爆

者 、 学

生、研究

者

44名

809

会の活動状況
や原爆資料に
関するニュー
ス発行、|ぽ 開
設の広報事業

「
ノ一ヽモア・ ヒバクシャ

通信』の発行。
ホームページ、Twitter、
Facebookに よるお知 ら
せや活動の報告。

ノーモ
ヒバク
通信 4
行

ア・
シヤ
回発

(4/27 59
号 6/16 60
号 9/29 61
振1 12/22
62号・)

四 谷 事

務所、オ

ン ラ イ

ン

延べ 50

名

紙媒体
は毎回
450-500

会員ご一

般市民

、 Web
イ ト

582



ヽ
よ

―
卜
‐
　
ア
」

′
１

〓
Ｋ

′
　

０

サ

ｂ
ｏ‐

ｅ

・
Ｏ

Ｃ

ｅ

ａ

Ｗ

Ｆ

Tw■tter、

る発信

国連原爆展 in Tokyo開
催のためのクラウドファ
ンディング・プロジェク
トを通じて集中的な広報
活動を行いました^

□闘

10/19～
11/30

(2)その他の事業

な し



書式第 13号 (法第28条関係)

令和4年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)

事 業 報 告 用

正会員受取会費
賛助会員受取会費

ｍ
ｍ

知
佃

一般募金 1,957,340
1,318,000

給料手当
活動費

３７‐
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諸 謝 金
印刷製本費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃
賃 借 料
広告宣伝費
減価償却費
租税 公課

６７２
ｍ
７２６

８８５

・８０

・３３

艦瓢

18,160
13,000
6,451

176,465
238,479
31,152
10,000

595
2,900
16,254

費
費

費
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際

品
宣
交

耗
告
待

消
広
接

新聞図書費
租税 公課
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ノーモ7・ ヒパクシャ

______」 【∴]

844,263
110

563,352
3,999,890
1,700,551

7,108,

355,355,413

14,480

(現金・預金)

現金
現金 (特定資産)

普通預金 (会費、一般募金)

普通預金 (特定資産)

郵便振替

(棚卸資産)

棚卸資産 (頒布用冊子、DVDな ど)

(そ の他の資産)

未収金

ヨ■E「巧 31丁 :ヨ

(1)石静回E責腫
た し

【A】 資 産 合 計 ①+② 7,909,

(2)霧 静回疋貫圧
ソフ トウェア
減価償却累計額

880,000
-396.000 484.000

(3)織賛その他の資麗
かし 0

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【8-1】 +【 B-2】
|

7,969,979

-1】 量 償 の 都

り金

未払金
前受金

91,280
339,000
13,883

中‖.163

Ａ
Ｕ

固定面面膏研
~~~TTT④ ~~~~~

|=夢
~T~~百 ~百

「

「

下
~百

F~丁
~~~~~~~~~~~~~~

10,418,7
-2.892.886

餞  財  = 会  訃 7 5,5 811



16 28

令和4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 ノーモア ロヒパクシャ配億遺産を継承する会

重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 IPO法人会計基準協議会)に

よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

個別法

(2)固定資産の減価償却の方法

無形固定資産 (ソ フトウェアは「未来につなぐ被爆の記憶」聰bサイ トの開発費)は定額法で5年で償却する。

(3)引 当金の計上基準
なし

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

(5)消費税等の会計処理
消費税の会計処理は、税込方式によっています。



2.事 業別損益の状況

原爆被害者運
動関係の目

査 。研究事業

ヒパ ク シ ャ原爆資料の活用・普及及び若い人々

を促す啓発・ 出版事業原爆関連資料
の収集、保管
に取り組む諸
団体との共同
ネットワーク
の構築事業

未来につなぐ
被爆の記憶プ
ロジェクト

みを伝える
DVD。 リーフ
レットなどの

継承センター

設立募金
連 原 爆
Tokyo

産平和
」の設

科 日

原爆被害の実
相 。原爆体

験 。原爆被害
者の運動など
の記録・資料
の調査、収

集、整理、保
存事業

I 経常収益

1.受取会魯

2.受 取害附金

一般墓筆

継承センター設立] 1,234.046

四画朝証I暮爵
3.受 取助成金等

4.事 業収益

5.その他収益

i[:E=コ :弼爾目 1.234.046 ロ

51,383 31077 13,993 103,935 1,187,025 31,819

107.942 3.5634,937 276 1,286 4,318

8.677 598 2.543 20.347 189.701 6.283

24.000 256.000

Ⅱ 経常費用

人件費

給料手当

通勤費

法定福利費

活動費

(1)

1.484.668 41.665人件費計 88,997 3,951 273,822

929.343

929.343

-1

327 537



科 目
「ノーモア・ ヒパクシャ記憶遺産平和資料館」

る事業

会の活動状況や原爆資料に関
するニュース発行、HP開設の

広報事業
事業部門計 管理部門

10周年記念イ
ベント

デジタル・
アーカイプ センター設立にか

かる実務

ノーモア・ ヒ
パクシャ通信

の発行

継承する会の

活動を伝える

“
bサイ トの運

営
(電子図書
館)構築

1

3.

83,954

450,000

Ⅱ

(1)

371

7.11

441 17

1 061

リーフ

41

104

461 1

019 1

1 422 12 0

152

1

11 115 4,223,891 623.456

340.391 242_338 6.983.723 2.916.896

当[lliFifi:31=」 =口F嗜 1■ -179,250 -4,339 -340,391 -242,338 -6。 983,723 -2.916.896



科 目 合計

3.

4.

5。

五
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222

1

リーフ・

(1)

Ⅱ

84



4

3。 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

公益財団法人生協総合研究所 事務室等の使用 令和4.4。 1～令和5。 3.31 無償

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は7,525,816円 ですが、そのうち4,000,000円 は特定資産として使途が特定されています。
また、正味財産には棚卸資産355,413円 、前払費用7,920円 、ソフトウェアの未償却原価484,000円 が含まれてい
ます。
したがって使途が制約されていない正味財産は2,678,483円 です。

5。 固定資産の増減内訳

借入金の増減内訳

借入金なし (単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引なし。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の按分方法
人件費を稼働時間で事業費、管理費に配布した。

その他の事業に係る資産の状況
該当なし。

6

７
・

8

内 容 Fi:」 F尋痣喬副 勁
〓 【席目

(受取寄付金 ) 議承センター設立募金、22国運原爆晨募金、運
合・愛のカンパは全て対象事業で使用し、当腋
事業の実施に必要な経費は会費及び使途が限定
されていない一般募金で賄って。

継承センター設立募金 ｎ

ｖ 1.957.340 1,957,340
【
∴

厚1顧〕口扁 if「暴 ]】 ハ
Ｕ 929。 343 929。 343 ｎ

Ｖ

iC開:離:踊凛選ヨ】

450.000 450.000
曖L爾ヨ

`r2ヨ

】

[L諏ヨでfヨ 4.000.000 4.000.000

1弔面西[:而目E個配IヨE:町 告] 減少

Ａ
Ｕ

Ａ
Ｕ ＡＵＵ^ＡＵ 484.000880,000

484。 000

無形固定資産
ソフトウェア

合 計 880.000 Ｆ

Ｌ

ハ
Ｕ 00ol



書式第 17号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和4年度 財産目録

【A】 資 産 合 計 ①+② 7,969,979

‥ _11

百卜Jl [輌合 静  ・ ・ o0

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 444,163

【3-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 L525,31G

現金預金
現金
現金 (特定資産)

ゆうちょ銀行普通預金 (会費、募金)

ゆうちょ銀行普通預金 (特定資産)

844,263
110

563,352
3,999,890

リーフレット「受け継いで未来へ」@37.9X4,295部
リーフレット「被爆者からのメッセージ」@89。 l X 262部

DVD「原爆は人間として生きることも死ぬことも許さなかった」

“

63.72X137枚

162,780
23,344
116,603

83X

前払費用 プラザ浦和会議室4月 分利用料) 7,920

ソフトウェア
「未来につな webサイ ト 880,
「

の  罰

913280

339.000

13_883



書式第 18号 (法第 28条関係)

業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 J層

=謝
鰐F誡詢凝:ξぶ::錦倒翻出翻需所菫

豊島1日騒鯉国魅△

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

国
。監事

アリハラ  セイシ
゛

令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年 月 同有原 誠治

り

一 □ ・監事

アンサ
゛
イ  イクロウ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日安齋 育郎

ｎ
ｊ □ ・監事

イシカワ  ヨシヒロ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年
石川 良広

(八木 良広)

４

‘ 睡亜]・ 監事
イトウ  カス

゛
ヒサ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年 月 ロ伊藤 和久

ｒ
Ｄ 睡亜]・ 監事

材イワ コウヘイ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 7日

年

年

月

月

日

日大岩 孝平

′
０ 睡亜]・ 監事

オオクホ
゛
  ケンイチ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 3■ 日

年  月  日

年  月  日大久保 賢一

７

１ □ ・監事

勅ヤ フミ岩 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日岡山 史興

ｎ
０ 睡亜]・ 監事

キキマ ハシ
゛
メ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日固固 一九

Ｑ

ψ 睡亜]・ 監事
キト

゛
  スエイチ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年木戸 季市

10 睡憂]・ 監事
スカ

゛
ナミ  チカコ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年
菅波 睦子

(二村 睦子)



11 □ ・監事

タベ  チエコ

田部 知江子

令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

12 睡亜]・ 監事
タナタ

゛
カス

゛
ノリ

棚 田 一論

令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

13 睡亜]・ 監事
ナイトウ  マサヨシ

内藤 雅義

令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

14 睡亜]・ 監事
ナオノ  アキヨ

直野 章子

令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

15 □ ・監事

ナカサ
゛
ワ  マサオ

中澤 正夫

令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年

16 睡亜]・ 監事
フナハシ ヨシエ

舟橋 喜恵

令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

17 □ ・監事

ヤスタ
゛
  カス

゛
ヤ

安田 和也

令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

18 □ ・監事

ヤマネ カス
゛
ヨ

山根 和代

令和 4年 4明 1日

令和ち年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

19 □ ・監事

ヨシタ
゛

ミチオ

吉 田 みちお

令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

20 理事・匡ヨ
キムラ  マコト

木村 誠

令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年

21 理事。匿ヨ

ワタ
゛

セイコ

和 田 征子

令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年

書式第 18号 (法第 28条関係)

業 報 告 用



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設 立

社 員 名 簿 (社員のうち10人以上の者の名簿)

ヾ ゛

氏   名

有原 餞沿

口

一

安齋 育郎

ロ
伊藤 和久

4 大久保

同
固□

ロ
こ:

日間 元

7 目嗣

□
田部 知江子

0 棚ロ ー綸

10
内藤 雅義

11

12


